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連結株主資本等変動計算書
（自

至
2024
2025

年
年
７
６
月
月
１
30
日
日）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 株 主 資 本 合 計
当 期 首 残 高 596,800 2,932,279 △1,468,219 2,060,859

当 期 変 動 額

新株の発行（新株予約権の行使） 2,490 2,490 ― 4,980
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 ― ― 160,145 160,145

株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） ― ― ― ―

当 期 変 動 額 合 計 2,490 2,490 160,145 165,125

当 期 末 残 高 599,290 2,934,769 △1,308,073 2,225,985

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
新 株 予 約 権 純 資 産 合 計

その他有価証券評価差額金 その他の包括利益累計額合計
当 期 首 残 高 ― ― ― 2,060,859

当 期 変 動 額

新株の発行（新株予約権の行使） ― ― ― 4,980
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 ― ― ― 160,145

株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） △521 △521 5,120 4,599

当 期 変 動 額 合 計 △521 △521 5,120 169,725

当 期 末 残 高 △521 △521 5,120 2,230,584
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連 結 注 記 表
（自

至
2024
2025

年
年
７
６
月
月
１
30
日
日）

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 １社
主要な連結子会社の名称 コンドミニアム・アセットマネジメント株式会社

２．持分法の適用に関する事項
該当事項はありません。

３．会計方針に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券
その他有価証券
市場価格のない株式等以外
時価法を採用しております。評価差額は、全部純資産直入法により処理しております。なお、取得原

価と債券金額との差額が金利の調整と認められるものについては、償却原価法により原価を算定してお
ります。
② 棚卸資産
販売用不動産
個別法（貸借対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）を採用しておりま

す。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産(リース資産を除く)
定額法を採用しております。なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 ６〜15年

工具、器具及び備品 ４年
② 無形固定資産(リース資産を除く)
定額法を採用しております。なお、償却年数は５年です。

(3) 重要な引当金の計上基準
貸倒引当金
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債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(4) 収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及

び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

モゲチェック事業
モゲチェック事業においては、主にアフィリエイトプログラムを活用してユーザーを提携金融機関に紹

介しております。当該サービスについては、主にアフェリエイトプログラムに基づきユーザーを紹介する
義務を負っており、当該ユーザーが紹介先の金融機関において住宅ローンの申込みを行った時点で履行義
務を充足することから、申込時点にて収益を認識しております。
なお、収益は提携金融機関との契約において約束された金額で測定しており、対価は履行義務充足時点

から３カ月以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。

INVASE事業
INVASE事業においては、主にユーザーの提携不動産会社への紹介、不動産投資用ローンの借入、借換

支援を行っております。ユーザーの提携不動産会社への紹介については、提携不動産会社との契約に基づ
きユーザーを紹介する義務を負っており、ユーザーを提携不動産会社に紹介した時点で履行義務を充足す
ることから、紹介時点で収益を認識しております。不動産投資用ローンの借入、借換支援については、ユ
ーザーとの契約に基づき借入、借換支援を行う義務を負っており、借換先金融機関において顧客の本審査
が可決された時点で履行義務を充足することから、本審査可決時点で収益を認識しております。投資用物
件の販売については、ユーザーとの不動産売買契約に基づき売買対象物件の引き渡しを行う義務を負って
おり、投資用物件の仲介については、ユーザーとの媒介契約に基づき不動産の売買契約成立に向けた業務
から当該物件の引き渡しに至る履行手続等の一連の業務に関する義務を負っており、対象となる物件の引
き渡しが完了した時点で履行義務を充足することから、引き渡し時点で収益を認識しております。
なお、収益は提携不動産会社や顧客との契約において約束された金額で測定しており、対価は履行義務

充足時点から３カ月以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。

(5) その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
繰延資産の処理方法
株式交付費
３年間で均等償却

（会計方針の変更に関する注記）
（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）
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「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下
「2022年改正会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。
法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基

準第20−３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会
計基準適用指針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65−２項(２)ただ
し書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による連結計算書類への影
響はありません。
また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結計

算書類における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期
首から適用しております。

（会計上の見積りに関する注記）
１．固定資産の減損
(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（単位：千円）

当連結会計年度

有形固定資産 11,917

無形固定資産 71,369
(2）識別した項目にかかる重要な会計上の見積りの内容に関する情報

① 算出方法
当社グループは固定資産の減損の兆候を把握するに当たり、資産のグルーピングをモゲチェック事業と

INVASE事業のセグメント単位で行っております。資産をグルーピングの上、継続的な営業赤字や回収可
能価額を著しく低下させる使用方法の変化等により減損の兆候があると認められる場合には、当該資産又
は資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価額を比較し減損損失認識の要
否を判定しております。減損損失を認識すべきであると判定した場合には、帳簿価額を回収可能価額まで
減額し減損損失を計上いたします。
当社グループのモゲチェック事業（有形固定資産及び無形固定資産の期末帳簿価額合計は33,384千円）

は、減損の兆候が認められなかったため、減損損失は計上しておりません。
当社グループのINVASE事業（有形固定資産及び無形固定資産の期末帳簿価額合計は41,048千円）は、

２期連続して営業損失が生じており、減損の兆候が認められますが、当該セグメントから得られる割引前
将来キャッシュ・フローの総額が資産の帳簿価額を上回ったことから、減損損失の認識は不要と判断した
ため、減損損失は計上しておりません。
また、共用資産を含むより大きな単位でも、減損の兆候が認められなかったため、減損損失は計上して

おりません。
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② 主要な仮定
減損損失の認識の要否に用いられる割引前将来キャッシュ・フローの見積りは、当社グループの事業計

画を基礎としております。当該事業計画における主要な仮定は、販売単価及び販売数量であります。
③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
割引前将来キャッシュ・フローの算定の基礎とした事業計画の見直しが必要になった場合には、翌連結

会計年度において固定資産の減損損失を計上する可能性があります。

２．繰延税金資産の回収可能性
(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（単位：千円）

当連結会計年度

繰延税金資産 33,500
(2）識別した項目にかかる重要な会計上の見積りの内容に関する情報

① 算出方法
繰延税金資産は、「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号

2018年2月16日）に基づき、税務上の繰越欠損金及び将来減算一時差異のうち将来にわたり税金負担額
を軽減することが認められる範囲内で認識しております。
② 主要な仮定
繰延税金資産の回収可能性の判断に用いられる将来の課税所得の見積りは、当社グループの事業計画を

基礎としております。当該事業計画における主要な仮定は、販売単価及び販売数量であります。
③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
繰延税金資産の回収可能性は翌連結会計年度の課税所得の見積りに依存するため、翌連結会計年度の不

確実な経済状況及び会社の経営状況の影響を受け、その見積額の前提条件や仮定に変更が生じた場合に
は、繰延税金資産の取り崩しに伴う法人税等調整額の計上により、翌連結会計年度の損益及び財政状態に
重要な影響を与える可能性があります。
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（連結貸借対照表に関する注記）
１．担保資産

担保に供している資産（帳簿価額）
現金及び預金（定期預金）（注） 100,000 千円

計 100,000 千円
(注) 当座貸越契約に基づく取引の担保として差し入れております。

２．当社グループは運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越契約を締結しております。
当連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入金未実行残高は次のとおりであります。
当座貸越極度額 100,000 千円

借入実行残高 ー 千円

差引額 100,000 千円

３．取締役に対する金銭債権
取締役に対する長期貸付金 30,000 千円

計 30,000 千円

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．当連結会計年度の末日における発行済株式の総数

普通株式 9,089,200株

２．当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項
該当事項はありません。

３．当連結会計年度の末日における株式引受権に係る当該株式会社の株式の数
該当事項はありません。

４．当連結会計年度の末日における当社が発行している新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないも
のを除く。）の目的となる株式の数
普通株式 417,800株

（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項
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(1) 金融商品に対する取組方針
当社グループは、一時的な余剰資金を安全性の高い金融資産で運用する方針です。また、デリバティブ

取引は行っておらず、投機的な取引は行わない方針です。
(2) 金融商品の内容及びそのリスク

金融資産の主なものには、現金及び預金、売掛金、投資有価証券があります。預金については、主に普
通預金であり、預入先の信用リスクに晒されておりますが、預入先は信用度の高い銀行です。営業債権で
ある売掛金は、その全てが１年以内の支払期日であり、顧客等の信用リスクに晒されておりますが、経理
規程に従い取引先ごとの期日管理及び残高管理を行っております。当社が保有する投資有価証券は、国内
債券であり、市場価格の変動リスクに晒されております。
金融負債の主なものには、未払金、未払費用があります。営業債務である未払金及び未払費用は、その

全てが１年以内の支払期日です。また、これらの営業債務は流動性リスクに晒されていますが、当社は月
次に資金繰り計画を作成するなどの方法により管理しております。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
当社グループは、販売管理規程に従い、営業債権である売掛金について、担当部門が主要な取引先の状

況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等に
よる回収懸念の早期把握や軽減を図っております。連結子会社についても、当社グループの販売管理規程
に従って、同様の管理を行っております。
② 市場リスクの管理
投資有価証券は、国内債券であり、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、当社は定期的に時価

や発行体企業の財務状況等を把握し、保有状況を継続的に見直しております。
③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社グループは、各部門からの報告に基づき担当部門が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、

手許流動性の維持などにより流動性リスクを管理しております。連結子会社についても、同様の管理を行
っております。

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することに

より、当該価額が変動することがあります。
(5) 信用リスクの集中

当期の連結決算日現在における営業債権のうち21.1%が特定の大口顧客に対するものであります。

２．金融商品の時価等に関する事項
2025年６月30日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について

は、次のとおりであります。なお、現金は注記を省略しており、預金、売掛金、未払金及び未払費用は短期
間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。
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（単位：千円）
連結貸借対照表計上額 時価 差額

投資有価証券 99,103 99,103 ―

資産計 99,103 99,103 ―
３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ
ルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
(１)時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券 ― 99,103 ― 99,103

資産計 ー 99,103 ー 99,103
（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

当社が保有している投資有価証券は、金融機関から提示された価格等を用いて評価しております。市場での取引頻度が低く、
活発な市場における相場価格とは認められないため、その時価をレベル２の時価に分類しております。
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（収益認識に関する注記）
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)
報告セグメント

合計
モゲチェック事業 INVASE事業 計

送客手数料 1,958,861 172,165 2,131,027 2,131,027

不動産販売 ― 417,130 417,130 417,130

仲介手数料等 ― 214,876 214,876 214,876

その他 23,262 130,917 154,180 154,180

顧客との契約から生じる収益 1,982,124 935,090 2,917,215 2,917,215

外部顧客への売上高 1,982,124 935,090 2,917,215 2,917,215

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
「連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等」３．会計方針に関する事項 (４)

収益及び費用の計上基準に記載のとおりであります。

３．当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報
(1) 契約資産及び契約負債の残高等

(単位：千円)
期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権 246,874 264,651

顧客との契約から生じた資産 ― ―

顧客との契約から生じた負債 1,375 3,514

(2) 残存履行義務に配分した取引価格
当社グループでは、当初に予定される顧客との契約期間が１年以内であるため、残存履行義務に配分し

た取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間の記載を省略しております。
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（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たりの純資産額

244円85銭
２．１株当たりの当期純利益

17円64銭

（重要な後発事象に関する注記）
（多額な資金の借入)
当社は、2025年８月19日開催の取締役会において、INVASE事業における販売用不動産の売買に伴い必要

となる運転資金を確保するため、以下のとおり資金の借入を行うことを決議しました。

借入先 東日本銀行 中国銀行

借入金額 200,000千円 200,000千円

借入金利 1.95%（変動） 1.81%（固定）

借入実行日 2025年8月29日 2025年8月29日

返済期限 2028年8月31日 2030年8月29日

返済方法 元金均等返済 元金均等返済

担保の有無 無 無
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株主資本等変動計算書
（自

至
2024
2025

年
年
７
６
月
月
１
30
日
日）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

株主資本合計
資 本 準 備 金 その他資本剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当 期 首 残 高 596,800 931,599 2,000,679 △1,243,203 2,285,875

当 期 変 動 額

新株の発行（新株予約権の行使） 2,490 2,490 ― ― 4,980

当 期 純 利 益 ― ― ― 229,127 229,127

株主資本以外の項目の当期変動額(純額) ― ― ― ― ―

当 期 変 動 額 合 計 2,490 2,490 ― 229,127 234,107

当 期 末 残 高 599,290 934,089 2,000,679 △1,014,076 2,519,982

評価・換算差額等

新 株 予 約 権 純 資 産 合 計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

当 期 首 残 高 ― ― ― 2,285,875

当 期 変 動 額

新株の発行（新株予約権の行使） ― ― ― 4,980

当 期 純 利 益 ― ― ― 229,127

株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △521 △521 5,120 4,599

当 期 変 動 額 合 計 △521 △521 5,120 238,706

当 期 末 残 高 △521 △521 5,120 2,524,581
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個 別 注 記 表
（自

至
2024
2025

年
年
７
６
月
月
１
30
日
日）

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準及び評価方法
(1) 子会社株式

移動平均法による原価法
(2)投資有価証券

その他有価証券
市場価格のない株式等以外
時価法を採用しております。評価差額は、全部純資産直入法により処理しております。なお、取得原価

と債券金額との差額が金利の調整と認められるものについては、償却原価法により原価を算定しておりま
す。

２．固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産(リース資産を除く)

定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 ６〜15年
工具、器具及び備品 ４年

(2) 無形固定資産(リース資産を除く)
定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
ソフトウエア（自社利用分） ５年（社内における利用可能期間）

３．引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ
いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

４．収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を

充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
(1) モゲチェック事業

モゲチェック事業においては、主にアフィリエイトプログラムを活用してユーザーを提携金融機関に紹
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介しております。当該サービスについては、主にアフェリエイトプログラムに基づきユーザーを紹介する
義務を負っており、当該ユーザーが紹介先の金融機関において住宅ローンの申込みを行った時点で履行義
務を充足することから、申込時点にて収益を認識しております。
なお、収益は提携金融機関との契約において約束された金額で測定しており、対価は履行義務充足時点

から３カ月以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。
(2) INVASE事業

INVASE事業においては、主にユーザーの提携不動産会社への紹介、不動産投資用ローンの借入、借換
支援を行っております。ユーザーの提携不動産会社への紹介については、提携不動産会社との契約に基づ
きユーザーを紹介する義務を負っており、ユーザーを提携不動産会社に紹介した時点で履行義務を充足す
ることから、紹介時点で収益を認識しております。不動産投資用ローンの借入、借換支援については、ユ
ーザーとの契約に基づき借入、借換支援を行う義務を負っており、借換先金融機関において顧客の本審査
が可決された時点で履行義務を充足することから、本審査可決時点で収益を認識しております。
なお、収益は提携不動産会社や顧客との契約において約束された金額で測定しており、対価は履行義務

充足時点から３カ月以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。

５．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
(1) 繰延資産の処理方法

株式交付費
３年間で均等償却

（会計方針の変更に関する注記）
（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）
「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下

「2022年改正会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用しております。
法人税等の計上区分に関する改正については、2022年改正会計基準第20-3項ただし書きに定める経過

的な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による計算書類への影響はありません。

（会計上の見積りに関する注記）
１．固定資産の減損
(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

（単位：千円）
当事業年度

有形固定資産 8,484

無形固定資産 71,369
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(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
「[連結計算書類] [連結注記表] (会計上の見積りに関する注記) １．固定資産の減損」に記載した内容

と同一であります。

２．繰延税金資産の回収可能性
(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

（単位：千円）

当事業年度

繰延税金資産 10,686
(2）識別した項目にかかる重要な会計上の見積りの内容に関する情報

「[連結計算書類] [連結注記表] (会計上の見積りに関する注記) ２．繰延税金資産の回収可能性」に記
載した内容と同一であります。
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３．関係会社株式の評価
(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

（単位：千円）

当事業年度

関係会社株式 799,999
(2）識別した項目にかかる重要な会計上の見積りの内容に関する情報

① 算出方法
関係会社株式は取得原価をもって貸借対照表価額としておりますが、発行会社の財政状態の悪化により

実質価額が著しく下落したときには、回復する見込みがあると認められる場合を除き、相当の減額を行
い、評価差額は当事業年度の損失として処理します。
② 主要な仮定
回復可能性の判断は当社グループの事業計画を基礎としております。当該事業計画における主要な仮定

は、販売単価及び販売数量であります。
③ 翌事業年度の計算書類に与える影響
実質価額の算定や回復可能性の判定の基礎とした事業計画の見直しが必要になった場合には、翌事業年

度において評価損を計上する可能性があります。
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（貸借対照表に関する注記）
１．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

区分表示されたもの以外で当該関係会社に対する金銭債権又は金銭債務が属する項目ごとの金額は、次の
とおりであります。

短期金銭債権 8,302 千円

短期金銭債務 295 千円

長期金銭債務 9,300 千円

２．担保資産
(1) 担保に供している資産（帳簿価額）

現金及び預金（定期預金） 100,000 千円

計 100,000 千円
(注) 当座貸越契約に基づく取引の担保として差し入れております。

当社は運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越契約を締結しております。
事業年度末における当座貸越契約に係る借入金未実行残高は次のとおりであります。
当座貸越極度額 100,000 千円

借入実行残高 ― 千円

計 100,000 千円

３．取締役に対する金銭債権
取締役に対する長期貸付金 30,000 千円

計 30,000 千円

（損益計算書に関する注記）
１．関係会社との取引高

営業取引（収入分） 35,100 千円

営業取引（支出分） △18,226 千円

営業取引以外の取引（収入分） 20,416 千円
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（税効果会計に関する注記）
１．繰延税金資産の発生の主な原因

税務上の繰越欠損金、子会社株式評価損の否認額及び未払事業税の否認額等であり、評価性引当額
466,962千円を控除しております。

（関連当事者との取引に関する注記）
１．子会社

（単位：千円）

種類 会社等の名称 議決権の所有
（被所有）割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社
コンドミニア
ム・アセット
マネジメント
株式会社

所有
直接 100％

経営指導、
増資引受及
び役員の兼
任

経営指導料の受
取（注）１ 20,400 未収入金 1,870

増資の引受
（注）２ 500,000 ― ―

取引条件及び取引条件の決定方針
（注）１．業務内容を勘案し、協議の上決定しております。
（注）２．当社が子会社の行った第三者割り当てを１株につき400円で引き受けたものであります。
取引条件の変更
該当事項はありません。

（収益認識に関する注記）
１．収益を理解するための基礎となる情報

連結注記表と同一であります。

（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たりの純資産額

277円19銭
２．１株当たりの当期純利益

25円24銭

（重要な後発事象に関する注記）
（多額な資金の借入)
連結注記表「（重要な後発事象に関する注記）」に同一の内容を記載しているので、注記を省略しておりま

す。
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（子会社への貸付)
当社は、2025年８月19日開催の取締役会において、子会社であるコンドミニアム・アセットマネジメント

株式会社との間で金銭消費貸借契約書を締結し、運転資金として貸付を行うことを決議し、実行しておりま
す。
貸付総額は500,000千円、貸付利率は2.0％であり、これは市場金利を勘案して合理的に決定しており、返

済条件は期間１年としております。
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